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④九州圏におけるびんのリユースシステム構築事業
福岡を中心に九州全域を対象。酒販店、飲食店等からRマークびん（900mlが中心）を回収、洗浄・再利

用する取組みを構築する。

推進会議を開催。学識者、酒造組合、酒販卸・小売組合、びん商、市民、行政など多様な主体で構成。

チラシ配布を通じて、回収協力店を募集。協力店の店頭にて緑提灯を掲示してもらう。

事業名称 ④九州圏におけるびんのリユースシステム構築事業

申請代表者 九州硝子壜商業組合内 Rびん推進九州プロジェクト

実施地域 福岡を中心に九州全域

対象びん
900､720､500､300mlRマークびん
※900ml丸正びん等も条件が整えば推進

事業概要

・「福岡地区リユースびん推進会議」として、酒類卸・小売、量販店、業務店・居酒屋
チェーン店、一般消費者、自治体等の関係者が一同に介し、リユースびん普及に向け
た意見交換・合意形成を図る。

・賛同する事業者・自治体に対して、Rびん応援宣言として緑提灯を配布。

回収本数
（想定）

約150万本／年
※回収率を70％と想定し試算。将来の回収ポテンシャル。

本年度の
具体的取組

（予定）

・「福岡地区リユースびん推進会議」の開催
・啓発用チラシの作成・配布
・Rびん応援店の募集。「Rびん応援店」の証として緑提灯の配布
（卸・小売、居酒屋、自治体など幅広く募集） ／など
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多様な主体が参画する推進会議を２回開催。びんリユース普及に向け、情報共有・推進方策の検討し、

今後の取組みについての合意形成をめざす。

びんリユースの取組みに賛同してくれる酒類卸・小売業、居酒屋などの業務店、行政などを募り、協力店

の証として緑提灯を配布。一般市民へのPRとともに、リユースを推進するメーカーの応援・支援を行う。

○推進会議には多様なメンバーが参画。
・第１回では流通・ユーザーを中心に、リユースびん
普及拡大に向けたアイデアを共有、推進方策検討。

・第２回では、ボトラー・酒造組合なども交え、
リユース推進に向けた意見交換、合意形成を図る。

【推進体制】
アドバイザー（熊本学園大学 宮北 隆）

ボトラー、酒造組合、酒類卸、小売、量販店、びん商
業務店、居酒屋チェーン店、一般消費者・市民団体、
行政（地方自治体、九州地方環境事務所、
九州経済 産業局 ／など

【事務局】
九州硝子壜商業組合内 Ｒびん推進九州プロジェクト

推進会議メンバー

9～10月：事業実施に向けた各種調整・準備
11月下旬：第１回 福岡地区リユースびん推進会議

（主にエンドユーザーを対象）
12～1月：チラシ配布（4,000部）

Ｒびん応援店の募集（緑提灯を配布（100個））
2月：第2回 福岡地区リユースびん推進会議

（ボトラーも交えて、合意形成を図る）

スケジュール（予定）

チラシ（イメージ）

【緑提灯のイメージ】
・リユースびん普及に向けた取組
みに賛同してくれる店舗・団体に
緑提灯を配布。
・店頭に掲示していただき、消費
者に対する普及啓発とともに、R
びん・びんリユースを推進するメー
カーを応援する。
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